


神無月の憂い

　また朝が来た——と、憂鬱な目覚め
　

　もし眠りのうちに

　私の鼓動が止まっていてくれればと

　道の先に光があると

　笑って教える人もいるけど

　ココがどこかもわからずに

　誰も照らしてくれないまま

　まだ 私に前へ進めとでも言うのですか？

　偽りの笑顔も

　ありきたりの誉めｺﾄﾊﾞも

　乾いた電話の音も

　もういらない

　すべて無くなってしまえ

　消え去ってしまえ

　そして私も

　私のこの体も心も

　無にして

　無かったことにして

　灰でも水でもいい

　すべての人の記憶から

　私を取り除いて…



insanity

今までずっと

下衆だ クズだと
心の中で

嘲ってきた奴等と

自分が

本質的に

何ら変わらないと気付いた

今日のような日の

　

喜びとも

悲しみとも知れぬ

この 表現できない気持ちが

アナタには わかりますか？

一言で表すならば【 狂気 】

彼らは表面に表しているが

私は内にひっそりと隠しているだけ

アイツをこの世から消し去る事が出来たら、と

頭に浮かぶのは それだけ

嗚呼、ウタカタに

そんなこと 出切る筈ないから

夢の中で

何度も 何度も
血飛沫を上げる

君を見るんだ



幾度書いたか この恨みの詩を

彼等にも

狂気の逃げ道を造る為に

こんな利己的な手段のあることを

ぜひとも知ってもらいたい物だ

さあ 僕らは平等だ
行こう。果てのない道へ————



moderate

   ぼーっとするなぁ
　何にもしたくないなぁ

　何やっても 上手く
　いかない気がするなぁ

　浮いてみたいなぁ

　あの空を飛んでみたいなぁ

　できれば 何も痛みのない所に行きたいなぁ

　あぁ 明日目覚めた時に
　私のすべてが止まっていたら

　何も知らずに

　何も苦しまないんだ

　ちょっとそれ もしかして
　いいかもなぁ…

　穏やかな朝

　私がいなくなったら

　誰が悲しむんだろう

　結構 たくさんの人が
　涙を流してくれるとイイナ

　生まれ変われるなら

　飛び切りの美人にしてね

　それか

　流れる水がいい…

　なんてね

　全部冗談だよ



　きっと きっと…



虚無の旅路から

　ただ ひたすらに

　永久なる平穏、いや

　大いなる平穏と 少しの明るい衝撃のある人生を

　　求め 歩き もがき 苦しみ

　結局辿り着くのは

　絶望か 虚無か

　どうあがいても

　ひたすら走っても

　ついてくる痛みや苦しみ

　それが、私たちを大きくするのか

　それならば 大きくなりたいとも思う
　一方で 大きくなってどうすると眉をひそめる自分

　悲しみを背負い 育つか
　何も抱えず たたずむか
　そしてあるいは その中間か

　もう

　すべて諦めてしまいたい

　我が生きたる道を————


